
22 世紀八幡ルネッサンス運動

22 世紀八幡ルネッサンス運動（略称：八幡ルネ）企画作業チームニュース

目的
八幡市民の幸福の増進のために活動する。古い歴史を有する八幡の秀でた伝統を継承し、八
幡市民の総意と英知を結集して活動する。町の隅々にわたり高い関心を払い、たくましい意
志と情熱を貫いた粘り強い行動で、光とうるおいある生活と文化を享受するように努める。

定
、
特
定
区
間
限
定
、
回
数
券
方
式
（
実
質

１
０
０
円
）
な
ど
、
段
階
的
・
限
定
的
に
導

入
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
財
政
影
響
を
抑
え

つ
つ
効
果
検
証
が
可
能
。

■
実
質
１
０
０
円
型
―
収
入
構
造
転
換
型

　
運
賃
を
形
式
上
維
持
し
つ
つ
、
商
業
施
設

連
携
割
引
、
レ
シ
ー
ト
提
示
割
引
、
協
賛
金
、

広
告
収
入
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
を
組
み

合
わ
せ
、
利
用
者
負
担
を
実
質
的
に
軽
減
す

る
。
交
通
を
単
独
事
業
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
地
域
経
済
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
連
動
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。
市
の
健
康
事
業

で
あ
る
「
い
き
い
き
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
融
合
さ
せ
、
予
算
や
ポ
イ
ン
ト
と
の
リ
ン

ク
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　■
社
会
実
験
型

　
期
間
限
定
で
１
０
０
円
化
を
実
施
し
、
利

用
者
増
加
率
、
自
家
用
車
か
ら
の
転
換
率
、

商
業
施
設
売
上
変
化
等
を
検
証
し
た
う
え
で

判
断
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
低
価
格
化
、

１
０
０
円
化
の
目
的
は
単
な
る
値
下
げ
で
は

な
く
、移
動
の
確
保
、生
活
圏
の
拡
大
、商
業
・

医
療
ア
ク
セ
ス
向
上
、
脱
炭
素
へ
の
貢
献
で

あ
り
、「
使
わ
れ
る
公
共
交
通
を
ど
う
設
計

す
る
か
」
が
本
質
と
な
る
。

　
現
段
階
で
は
、
全
線
一
律
１
０
０
円
を
直

ち
に
実
行
で
き
な
い
と
し
て
も
、
条
件
付
き
・

段
階
的
な
導
入
可
能
性
を
整
理
し
、
財
政
影

響
と
利
用
増
効
果
を
試
算
す
る
こ
と
が
現
実

的
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
１
０
０
円
化
は
難
し

い
、
あ
る
い
は
容
易
だ
と
結
論
づ
け
る
の
で

は
な
く
、
ど
の
程
度
な
ら
可
能
か
、
ど
ん
な

条
件
な
ら
持
続
可
能
か
を
試
行
錯
誤
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
公
共
交
通
は
「
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
、
地

域
を
支
え
る
基
盤
で
す
。
再
編
と
い
う
大
き

な
節
目
に
お
い
て
、
運
賃
の
在
り
方
も
含
め
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た
多
角
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
は
、
将
来
世

代
に
対
す
る
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
公

共
交
通
会
議
の
議
論
を
行
政
が
し
っ
か
り
と

リ
・
グ
リ
ッ
プ
し
て
、
市
民
を
主
体
と
し
た
、

市
民
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
再
編
の
実
現
が
望

ま
れ
ま
す
。

  

フ
ロ
ム
・
ロ
ー
ド
＆
ス
ト
リ
ー
ト

  

Ⅴ
Ｏ
Ｌ
・
55  

２
０
２
６
・
２
・
26

だ
い
だ
い
で
も
、
様
に
な
る
も
の
は

意
外
に
多
い

　
大
谷
川
か
ら
放
生
川
と
名
を
変
え
る
あ
た

り
、
上
流
か
ら
山
路
橋
、
買
屋
橋
、
八
幡
橋

と
架
か
る
川
沿
い
は
枯
葉
で
溢
れ
て
い
る
。

石
清
水
八
幡
宮
に
近
い
側
は
枯
葉
が
い
っ
ぱ

い
の
花
壇
が
並
ん
で
い
る
の
が
目
立
つ
程
度

だ
。
し
か
し
反
対
側
と
な
る
と
、
路
面
の
い

た
る
と
こ
ろ
ボ
ウ
ボ
ウ
と
枯
葉
が
広
が
り
、

な
ん
と
か
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
生
ま
れ

る
。

　
ベ
ン
チ
、
ラ
ン
タ
ン
、
花
壇
と
、
取
り
そ

ろ
え
た
配
置
を
見
れ
ば
、
適
度
に
手
入
れ
を

し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
設
置
を
実
行
し

た
人
び
と
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
よ
、

と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
を
通

る
人
び
と
だ
っ
て
、
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
も
自
然
な
気
が
す

る
。

　
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
動
く
に
は
そ
れ
な

り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。
初
め
は
少
し

や
っ
て
み
る
か
と
動
か
し
、
２
、
３
回
数
を

重
ね
て
い
る
う
ち
に
気
持
ち
が
入
っ
て
し

ま
っ
た
。
出
来
心
だ
、
と
動
い
た
人
は
言
っ

て
い
る
。
花
壇
の
枯
葉
が
片
付
け
ら
れ
た
２
、

３
日
あ
と
に
、
誰
か
が
花
壇
に
花
を
植
え
て
、

び
っ
く
り
し
感
動
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

　
男
山
中
学
校
の
正
門
か
ら
八
幡
中
央
病
院

に
抜
け
る
川
沿
い
の
小
道
は
、
笹
や
草
に
覆

わ
れ
て
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
八
幡
ル

ネ
の
仲
間
は
、
小
笹
や
雑
草
を
切
っ
て
せ
っ

せ
と
土
の
う
に
詰
め
た
。
み
ん
な
思
い
思
い

に
植
木
バ
サ
ミ
や
鎌
を
使
っ
た
。
初
め
て
参

加
す
る
女
性
の
方
も
い
た
。
合
計
５
、
６
回

の
活
動
で
小
道
は
切
り
拓
か
れ
た
。

　
切
り
方
は
様
々
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
れ
ば

答
え
は
す
る
も
の
の
、
本
人
任
せ
が
軸
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
反
映
し
て
根
の

切
り
揃
え
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
見
た
目
に
は
美

し
く
は
見
え
な
い
。

　
休
憩
時
、
刈
っ
た
雑
草
の
上
に
土
の
う
を

敷
い
た
り
、
詰
め
た
雑
草
で
膨
ら
ん
だ
土
の

う
に
座
っ
た
り
、
差
し
入
れ
の
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
む
の
は
悪
く
な
い
。
新
し
い
仲
間
の

紹
介
も
行
わ
れ
る
。

　
刈
り
取
っ
た
小
道
の
出
来
具
合
が
気
に

な
っ
て
、
何
日
か
あ
と
に
そ
の
現
場
を
覗
い

て
み
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
通
れ
る
普
通
の
小
道

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
安
心
す

る
。
細
か
く
考
え
る
こ
と
は
必
要
だ
け
れ
ど
、

だ
い
た
い
で
も
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
意

外
に
多
い
。

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
賃
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
た
か
し

　
八
幡
市
は
公
共
交
通
網
を
再
編
し
、
令
和

８
年
10
月
か
ら
新
た
な
運
行
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
西
ル
ー
ト
と
東
ル
ー
ト
に
区
分
し
、

停
留
所
も
増
設
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
下
奈
良
、

二
階
堂
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
東
部
地
域
乗
合

タ
ク
シ
ー
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
イ
ズ

ミ
ヤ
が
市
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ハ
ブ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
運
賃
は
大
人
２
５
０
円
、
小
児
１
３
０
円
、

１
日
乗
車
券
な
ら
（
大
人
・
小
児
共
）
４
０

０
円
で
従
来
と
同
額
。
利
用
者
と
し
て
は

も
っ
と
安
く
乗
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
行
政
が
助
成
金
で
公
共
交
通
事
業
を

支
え
て
き
た
も
の
の
、
こ
れ
以
上
の
財
政
的

な
体
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
財
政
負
担
を
増
や
さ
な
い
で
、
運
賃

を
限
り
な
く
低
価
格
、
例
え
ば
１
０
０
円
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
。

　
再
編
を
契
機
と
し
て
、
利
用
者
負
担
の
軽

減
、
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

（
モ
ー
ド
シ
フ
ト
）、
高
齢
者
の
移
動
確
保
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
の
か
大
切
な
課
題
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
他
市
で
運
行
し
て
い
る
『
１

０
０
円
バ
ス
』
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
、
そ

の
可
能
性
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
単
純
値
下
げ
型

　
全
利
用
者
を
一
律
１
０
０
円
と
す
る
方

式
。
わ
か
り
や
す
い
反
面
、
利
用
者
増
が
限

定
的
で
あ
れ
ば
減
収
が
固
定
化
す
る
。

■
条
件
付
き
１
０
０
円
型

　
例
と
し
て
、
平
日
昼
間
の
み
、
高
齢
者
限

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
八
幡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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大
谷
川
清
掃
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
・
２
・
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イ
チ
ゴ

　

イ
チ
ゴ
（
苺
）
は
、
バ
ラ
科
の
多
年
草

で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
イ
チ
ゴ

は
、
北
米
産
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
イ
チ
ゴ
と
チ

リ
産
の
チ
リ
イ
チ
ゴ
の
交
雑
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。「
オ
ラ
ン
ダ
イ
チ
ゴ
」

と
呼
ば
れ
、
18
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
の
農
園

で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
り
江
戸

時
代
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
イ
チ
ゴ
の
旬
は
１
月
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
数
十
年
前
は
春
で
し
た
。
１

月
15
日
は
「
イ
チ
ゴ
の
日
」
と
言
わ
れ
、

イ
チ
ゴ
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
と
な
る
よ
う
で

す
。
旬
の
時
期
が
変
化
し
た
裏
に
は
、
栽

培
方
法
の
変
化
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

イ
チ
ゴ
は
寒
く
な
っ
て
日
が
短
く
な
る

と
、
極
端
に
成
長
し
な
く
な
り
ま
す
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
温
度
を
上
げ
ま
す
。
温
度
だ
け

で
は
成
長
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。成
長
は
、

昼
と
夜
の
長
さ
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
昼
が

  

木
津
川
流
域
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

２
月
15
日
、「
第
８
回
木
津
川
流
域
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
22
世
紀

八
幡
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動
も
参
加
す
る

「
木
津
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
行
委

員
会
」
が
主
催
す
る
活
動
で
す
。

　

木
津
川
流
域
の
13
ヵ
所
以
上
の
河
川
敷

や
堤
防
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
５
１

０
名
、
49
団
体
、
集
め
た
ご
み
は
45
ℓ
の

袋
２
４
０
袋
、
粗
大
ご
み
な
ど
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
流
れ
橋
左
岸
で
、
参
加
者

18
名
、
２
団
体
、
44
袋
、
自
転
車
な
ど
の

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一
例

は
、「
一
見
す
る
と
な
に
も
無
い
よ
う
に

見
え
る
が
、
草
む
ら
や
木
々
の
間
に
は
沢

山
の
ゴ
ミ
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
」「
大
雨

の
時
に
は
、
ゴ
ミ
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
海

ま
で
行
っ
て
し
ま
う
と
思
う
と
、
少
し
で

も
多
く
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
い
」
な
ど
、

実
感
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
３
つ
の
実
現
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
．
河
川
美
化
・
・
・
・
清
掃
活
動
に
よ

る
河
川
美
化
を
通
し
て
、
郷
土
の
川
と
し

て
誇
れ
る
「
き
れ
い
な
木
津
川
」
の
実
現
。

２
．
マ
ナ
ー
の
向
上
・
・
・
活
動
を
通
じ

て
美
化
意
識
を
高
め
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
る
。
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な

い
。

３
・
環
境
保
全
・
・
・
・
川
は
人
間
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
辺
の
環
境

保
全
を
考
え
る
。

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
の
来
年
度
の
参

加
を
希
望
し
ま
す
。

  

白
人
と
非
白
人

大
益 

牧
雄　

　

ず
っ
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
が
で
き
る
前
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ

ナ
人
が
隣
同
士
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
た
の

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ

の
白
人
達
で
す
。
そ
し
て
、
ナ
チ
ス
の
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
の
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
建
国
を
し
て
や
る
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
の
二
枚
舌
で
、
結
果
的
に
は
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国

だ
け
を
応
援
し
、
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

 　

欧
米
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
反
省
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

援
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

欧
米
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
爆
撃
を
支
持

し
て
い
る
姿
は
、
私
に
は
非
白
人
を
絶
滅

さ
せ
た
い
の
で
は
な
い
か
と
映
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
首
相
に
ア
ジ
ア
の
血
が
入
っ

て
い
よ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
候
補

者
に
黒
人
の
血
が
入
っ
て
い
よ
う
が
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
を
支
持
す
る
姿

は
、
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
代
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
を
日
本

は
経
済
の
た
め
支
援
し
、
日
本
人
は
名
誉

白
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
、
自
身
が

非
白
人
で
あ
り
な
が
ら
白
人
が
非
白
人
を

殺
戮
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
。
ま
っ
た
く

名
誉
白
人
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
難
民
は
受
け
入
れ
る

が
、
ア
フ
リ
カ
の
難
民
は
受
け
入
れ
な
い

と
い
う
の
は
、
白
人
と
非
白
人
の
違
い
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
く
夜
が
短
い
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
で

春
を
感
じ
、
花
を
咲
か
せ
実
を
つ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
電
気
の
光
に
よ
り「
昼
」

を
長
く
し
ま
す
。「
電
照
栽
培
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
は
、
タ
ネ
の
数
が
多
い
ほ
ど
大

き
く
な
る
果
物
で
す
。
そ
れ
は
、
タ
ネ
が

果
実
を
大
き
く
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
植
物
は
タ
ネ
を
つ
く
る
こ
と

で
子
孫
を
残
し
た
り
、
生
育
場
所
を
変
え

た
り
と
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
意
外
な
役
割
が
、
果
実
を
大
き
く
す

る
働
き
で
す
。

  「
果
実
の
タ
ネ
は
実
の
中
に
あ
る
」の
が
、

植
物
の
決
ま
り
で
す
。
イ
チ
ゴ
の
周
り
の

黒
い
粒
々
が
タ
ネ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、正
確
に
は
粒
々
は
「
瘦
果
（
そ
う
か
）」

と
い
っ
て
タ
ネ
は
、
こ
の
「
痩
せ
た
実
の

中
」
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
食
べ
て
い

る
部
分
は
「
花
托
（
か
た
く
）」
と
言
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
実
験
が
あ
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の

花
が
咲
き
、
小
さ
な
イ
チ
ゴ
の
食
用
部
が

肥
大
を
は
じ
め
る
前
に
、
粒
々
を
取
り

去
っ
て
し
ま
う
と
、
イ
チ
ゴ
の
食
用
部
は

肥
大
し
ま
せ
ん
。
粒
々
の
中
に
あ
る
タ
ネ

か
ら
肥
大
さ
せ
る
物
質
が
送
り
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
物
質
は
オ
ー
キ
シ
ン
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
の
縦
半
分
に
切
っ
た
断
面
を
観

察
す
る
と
、
タ
ネ
の
部
分
か
ら
中
央
に
向

か
っ
て
筋
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
が
、
オ
ー

キ
シ
ン
が
移
動
す
る
道
筋
で
す
。

　

オ
ー
キ
シ
ン
は
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
で
植

物
の
成
長
促
進
、
細
胞
分
裂
の
促
進
や
発

根
作
用
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の

粒
々
を
取
り
去
っ
て
も
、
オ
ー
キ
シ
ン
を

小
さ
い
イ
チ
ゴ
に
与
え
る
と
、
食
用
部
は

肥
大
し
ま
す
。

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
に
与
え
る
と
、
タ
ネ
が

で
き
な
く
て
も
実
が
大
き
く
な
る
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
き
く
な
っ
た

ト
マ
ト
や
ナ
ス
は
「
タ
ネ
な
し
」
に
な
り

ま
す
。

◆
２
月
１
日
、
第
１
１
９
回
舞
台
・
盛
戸

大
谷
川
清
掃
は
４
名
の
参
加
で
、
土
嚢
袋

換
算
で
44
袋
回
収
し
ま
し
た
。

◆
２
月
22
日
、
第
２
０
３
回
山
路
大
谷
川

清
掃
は
４
名
の
参
加
で
、
土
嚢
袋
換
算
で

87
袋
回
収
し
ま
し
た
。

【
第
２
０
４
回 

山
路
大
谷
川
の
清
掃
の
ご

案
内
】

■ 

日 

時
：
２
０
２
６
年
３
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

■ 

集 

合
： 

旧
あ
ず
ま
屋

　
　
　
（
コ
ノ
ミ
ヤ
裏 

八
幡
源
氏
垣
外
）

※
会
場
設
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
集
合
時
刻
の
30
分
〜
１
時
間
前
に
現

地
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

※
用
意
し
て
頂
く
物
：
厚
手
の
手
袋
。
そ

の
他
の
必
要
な
物
は
用
意
し
ま
す
。

【
第
１
２
１
回 

舞
台
・
盛
戸
大
谷
川
の
清

掃
の
ご
案
内
】

■ 
日 
時
：
２
０
２
６
年
４
月
５
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

■ 

集 

合
：
大
谷
橋
下
流
の
休
憩
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ン
チ
あ
り
）

※
会
場
設
営
・
用
意
し
て
頂
く
物
は
右
と

同
様
で
す
。

《
主
催
》Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
22
世
紀
八
幡
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
協
会

　

連
絡
先
：
八
幡
市
八
幡
高
畑
10
‐
76　

　

℡
０
７
５
（
９
８
１
）
６
５
０
５　
　

　

携
帯
０
９
０
・
３
７
１
０
・
４
８
４
２


